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１．渇水対応に関する施策等 

（１）四国地方整備局の取り組み

◆豊かで安全・安心な四国を引き継ぐために水でつながる「四国はひとつ」【最終提言書】

「最終提言書」は、今後一層の深刻化が予想される「四国の水問題」の解決に向けて、四

国人がそれぞれの立場の違いを乗り越え、互いに協力し合うことにより、自ら主体的に立ち

上がるためのガイドブック（積極的に行動を起こすための指針）として、

単にこれまでの研究会の討論だけでなく、さらに踏み込んで、今後、各分

野や各領域において大いに活用してもらえることを願ってまとめられた

ものです。

詳細：http://www.skr.mlit.go.jp/kikaku/mizu/index.html 

◆毎年のように発生する早明浦ダム渇水（平成 20 年・21 年の記録）

平成 20 年（2008 年）は、平年よりも早い 7 月初めに梅雨が開け、その後 7 月、8 月、9 月

と早明浦ダム上流域は極端な少雨となりました。そのため、早明浦ダムでは、7 月 25 日から

第１次取水制限を開始し、順次、取水制限を強化してきました。しかし、8 月 31 日に貯水率

が０％まで低下したことから、人道的な配慮により発電専用容量からの緊急放流を開始し、

徳島・香川両県の水道用水としての利用を開始しました。

その後、早明浦ダムの利水容量が底をつくという状況は、9 月 19 日まで

20 日間も続き、その間、発電専用容量からの緊急放流は継続されました。 

9 月下旬以降、ようやく降雨に恵まれ、早明浦ダムの利水容量は徐々に回 

復し、貯水率が 62.6％まで回復した 11 月 25 日に取水制限は全面解除さ 

れ、124 日間にわたった平成 20 年渇水は終了しました。 

詳細：http://www.skr.mlit.go.jp/kasen/damu/H20-21sameura.pdf. 
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（２）各県の取り組み

■徳島県

◆徳島県治水及び利水等流域における水管理条例の制定（施行：H29.4.1）

目的

この条例は、地球温暖化に伴う気候変動等により発生が懸念される深刻な洪水等及び渇

水から、県民の生命、身体及び財産を保護するため、豊かな自然環境の下で推進する治水

及び利水をはじめとする流域における水管理について、基本理念を定め、県民、用水利用

者及び水利使用者の役割並びに県の責務を明らかにするとともに、流域における水管理の

基本となる施策を定めることにより、本県ならではの流域における水管理を総合的かつ計

画的に推進し、もって水災害に強い社会の構築を図り、県民の安全で豊かな暮らしの実現

に寄与することを目的とする。

◆「徳島県治水及び利水等流域における水管理条例」

施行元年フォーラム

吉野川が育んだ“水文化と食”を開催（H29.12.19）

◆条例に基づき、とくしま流域水管理計画を策定（H30.12）

◆条例に基づき、「利水サポート団体」の募集

詳細：https://www.pref.tokushima.lg.jp/ippannokata/kendozukuri/kasen/2016122000055/
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■香川県

◆新・せとうち田園都市創造計画

＜信頼・安心の香川＞

安心して暮らせる水循環社会の確立 

・安定した水資源の確保と供給

（渇水・緊急時の水確保）
渇水時や地震、事故などの緊急時に、予備水源の活用と広域的な水融通が円滑に実施 
できるよう、水道事業の広域化を推進します。 

・水循環の促進
（水を大切にする社会への転換）
水を大切にする社会への転換を図るため、県と市町で構成する、節水型街づくり推進
協議会を中心として、節水学習を含めた節水啓発活動を実施します。 

詳細：https://www.pref.kagawa.lg.jp/seisaku/sogo/sogokeikaku/sogokeikaku.html 
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◆渇水時等の宝山湖の効率的な運用

近年、気候変動に伴う少雨化傾向

や降水量の変動幅増大などにより、

香川用水の取水制限が頻発する状況

にあります。

 平成６年度の渇水では早明浦ダム

が枯渇し、県民生活に大きな影響が

あったことを教訓に、香川県では、

渇水時や震災発生時等の対策とし

て、香川用水調整池（宝山湖（ほう

ざんこ））の整備を(独)水資源機構と連  

携して行うとともに、ダムの整備や井戸の掘削などの自己水源の確保を進め、県民生活への

影響を最小限に止めるように努めています。

 宝山湖は、近年の慢性的な渇水状態の緩和対策や大地震などの不測の事態に対処するため、 

香川用水のうち、水道用水を節水して一時的に貯留しておき、渇水時の補給や緊急時に効率

的に運用できるようにしています。

宝山湖の完成後、平成 21 年と平成 25 年には、香川用水の取水制限により、50％の取水カ 

ットが行われている中、宝山湖から水道水を補給しました。

その結果、県民の日常生活への影響を緩和することができました。

＜香川用水と宝山湖の位置＞ 
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■愛媛県

◆愛媛県庁渇水対応マニュアル 策定（R2.2）

〈現状と課題〉

〇過去に大きな渇水の経験（時間断水を強いられた平成６年など）

〇近年、温暖化等の気候変動により、短時間豪雨は増加する一方で水源からの取水制限が毎

年のように繰り返されている状況

⇒ 今後、過去の渇水よりも厳しい事態が必ず起こると想定して対応が必要

〈特 徴〉

〇過去の市町における渇水対応やそれに応じた県の対応を参考に作成

〇渇水レベルの設定（５段階）・当該渇水レベルに応じた各課室の対応を明記

⇒・渇水レベルに応じた県の渇水対応組織の設置・解散の目安を規定

・渇水レベルごとに庁内各課室の取り組むべき業務内容を整理の上役割を明確化

⇒ 県庁版「渇水対応タイムライン」として運用

詳細：https://www.pref.ehime.jp/h40600/mizushigen/documents/manual-total.pdf 
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２．過去の渇水と対応実績

（1）H20・H21渇水対応実績

■平成20年

月　日
早明浦貯水率
午前0時現在

7月21日 70.6%
7月24日 64.4%
7月25日 62.3%
8月3日 45.6%
8月4日 43.7%
8月12日 30.8%
8月15日 25.8%
8月20日 17.9%
8月21日 16.0%
8月22日 14.3%

8月31日 0.5%

9月1日 0.0%

9月19日 0.0%

9月24日 7.2%
9月30日 11.0%
10月3日 15.0%
10月5日 16.5%
10月11日 30.6%
10月21日 38.8%
10月24日 40.7%
10月28日 45.4%
10月29日 46.1%

11月25日 62.6%

12月9日 79.3%

◆発電専用容量からの緊急放流

渇水年 用水 緊急放流量
徳島用水 1.95㎥/s
香川用水 1.90㎥/s
徳島用水 1.85㎥/s
香川用水 1.81㎥/s
徳島用水 1.75㎥/s
香川用水 1.74㎥/s

第3次取水制限開始 9:00～（節水率50%）

第4次取水制限開始 9:00～（節水率60%）

早明浦ダムの取水制限など

徳島用水自主節水（4㎥/s）の開始
四国地方整備局渇水対策本部設置　　16:00
第1次取水制限開始 9:00～（節水率20%）
第2次取水制限開始 9:00～（節水率35%）

冬の第2次取水制限再開  　8:00～（節水率30%）
取水制限一時的解除 8:00～
冬の第1次取水制限再開   13:00～（節水率20%）

取水制限一時的解除 16:00～

早明浦ダム貯水率0% 10:00～
発電専用容量から緊急放流開始

池田ダム発電緊急放流分取水　7:00～
（徳島：池田流入-（香川用水分）　香川：1.90㎥/s供給）

7日間
（8月19～20日･9月1～5日）

2日間
（7月24～25日）

平成17年

平成6年

発電容量の緊急放流停止  15:00～
取水制限一時的解除

第4次取水制限再開 9:00～（節水率60%）

早明浦ダムの利水容量がゼロとなった8月31日、発電事業者の協力により、ダム完
成後3度目となる発電専用容量からの緊急放流を開始し、9月19日まで過去最長となる
20日間、徳島・香川両県に水道用水への補給がなされました。

緊急放流日数

20日間
（8月31日～9月19日）

平成20年

取水制限の全面解除 10:00～
四国地方整備局渇水対策本部解散　　10:00

徳島用水自主節水終了

第4次取水制限再開 13:00～（節水率60%）
取水制限一時的解除　    13:00～
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■平成21年

月　日
早明浦貯水率
午前0時現在

4月30日 90.2%

5月28日 70.7%

6月3日 62.2%

6月14日 46.4%

6月15日 44.7%

6月22日 32.1%

6月30日 26.1%

7月5日 37.8%

7月8日 37.7%

7月10日 38.8%

7月22日 36.2%

7月31日 62.2%

8月5日 68.4%

8月10日 82.0%

8月11日 100.0%

9月10日 67.4%

9月11日 64.8%

9月12日 62.8%

9月14日 60.4%

9月27日 46.5%

9月28日 45.5%

10月8日 43.6%

10月9日 46.6%

10月13日 48.3%

11月11日 47.0%

11月18日 61.2%

11月27日 72.3%

補給量

約23万㎥

約9万㎥

約42万㎥

約74万㎥

6月22日10時～6月30日11時30分

7月5日11時～7月8日10時

7月10日13時～7月22日10時

合 計

調整池から水道水への補給期間

※香川県では、平成21年3月に完成した水道用水調整池の「宝山湖」が、平成21年渇水
において早速利用されました。
渇水期間中の6月下旬から7月下旬にかけて足掛け26日間にわたって約74万㎥の水道
用水が補給されました。

第2次取水制限開始　 　9:00～（節水率35%）

取水制限一時的解除　 12:00～

冬の第1次取水制限開始 9:00～（節水率20%）

取水制限一時的解除　 12:00～

取水制限の全面解除　　9:00～
四国地方整備局渇水対策本部解散　9:00

徳島用水自主節水終了

四国地方整備局渇水対策本部設置　16:00

第1次取水制限開始　 　9:00～（節水率20%）

徳島用水自主節水（4㎥/s）の開始

取水制限の全面解除　  9:00～
四国地方整備局渇水対策本部解散　10:00

取水制限一時的解除　  9:00～

第3次取水制限再開　  12:00～

取水制限一時的解除　  9:00～

第3次取水制限再開　  10:00～

第1次取水制限開始　 　9:00～（節水率20%）

第2次取水制限開始　 　9:00～（節水率35%）

第1次取水制限再開　 　9:00～

徳島用水自主節水（4㎥/s）の開始

早明浦ダムの取水制限など

四国地方整備局渇水対策本部設置　15:00

第3次取水制限開始　 　9:00～（節水率50%）

取水制限一時的解除 　10:00～
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■早明浦ダム貯水池運用図（利水容量）

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

1

17,300 17,300

15,800

14,700 14,700

10,400

5/5 5/20

6/5 6/30

7/15 8/15

8/31 9/30

10/10 11/10

2/20 12/31

6/3 9:00

１次取水制限開始

6/14 9:00

２次取水制限開始

6/22 9:00

３次取水制限開始

6/30 10:00

取水制限一時解除

7/5 10:00

３次取水制限開始

7/8 9:00

取水制限一時解除

7/10 12:00

３次取水制限開始

7/22 9:00

取水制限一時解除

7/31 9:00

１次取水制限開始

8/10 9:00

取水制限全面解除

9/12 9:00

１次取水制限開始

9/27 9:00

２次取水制限開始

10/8 12:00

取水制限一時解除 10/13 9:00

１次取水制限開始

11/11 12:00

取水制限一時解除

11/18 9:00

取水制限全面解除

平成21年
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常時満水位時貯水量 確保貯水量 2008(H20)年 2009(H21)年
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10,400
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6/5 6/30

7/15 8/15

8/31 9/30

10/10 11/10

12/312/20

7/25 9:00

１次取水制限開始

8/3 9:00

２次取水制限開始

8/12 9:00

３次取水制限開始

8/21 9:00

４次取水制限開始

8/31 10:00

緊急放流開始

9/19 15:00

取水制限一時解除

9/24 9:00

４次取水制限開始

9/30 16:00

取水制限一時解除

10/3 13:00

４次取水制限開始

10/5 13:00

取水制限一時解除

10/21 8:00

冬２次取水制限開始

10/24 8:00

取水制限一時解除

10/28 13:00

冬１次取水制限開始

11/25 10:00

取水制限全面解除

平成20年

◆平成20年

◆平成21年
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■平成20年・21年渇水における早明浦ダムの効果

池田ダム地点の流況

平成20年渇水
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早明浦ダム補給後の

池田地点流量
早明浦ダムから補給した量

(7月7日～9月18日）
約16,000万ｍ３

 早明浦ダムから補給が

 無かった場合の池田地点流量

平成21年渇水
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早明浦ダム補給後の

池田地点流量

 早明浦ダムから補給が

 無かった場合の池田地点流量

早明浦ダムから補給した量
(8月17日～9月30日）

約10,000万ｍ３

もし、早明浦ダムがなかったならば、平成20年･21年渇水期間中で最も厳し
い時期の池田地点流量は13～14m3/s程度まで低減し、新規用水の取水ができな
くなるだけでなく、不特定用水も厳しい対応を余儀なくされたと考えられます。
しかし、平成20年渇水にあっては早明浦ダムの利水容量が底を付くまでの約

50日間にわたって不特定用水は、この時期の計画確保量約43m3/sをほぼ全量確
保できました。
また、新規用水についても所定の率で削減はされましたが取水が継続できま

した。
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■平成20年・21年渇水における取水制限の効果

◆取水制限の目的
ダムの節水運用は、取水量を徐々に削減することで貯水量の有効利用を図り、水利用状

況の急激な悪化による市民生活の混乱を回避するとともに、その間に発生する降雨を期待
して実施するものです。

平成20年渇水
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利水容量（取水制限をしない場合）

取水制限をしない場合、8月19日中に利水容量ゼロ

8月31日10時に利水容量ゼロ

節水してダムに残した量 約3,000万ｍ3により、

利水容量が底をつく日を12日間遅らせた。
節水してダムに

残した量

平成21年渇水
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◆早明浦ダムの取水制限
夏場の7月中旬～9月上旬の期間、池田地点の

確保流量は約73m3/sです。このうち早明浦ダム
建設によって新たに開発 された新規用水約
30m3/sをダム貯水率の低下に応じて、段階的に
一律節水しました。

◆取水制限による効果
平成20年渇水において、取水制限を実施していなければ、8月19日にはダムの利水容量が

底をついていたと推定されますが、取水制限の実施によりダムの貯水量を約12日間長く利用
することができました。また平成21年渇水時にも、取水制限の実施により利水容量の低下を
軽減できました。

7月中旬～9月上旬の池田地点計画確保量
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（２）水資源機構の施設管理等の実績
・本表は主な渇水年における実績を整理したものである。

吉野川本部 池田総管 早明浦ダム

適切な情報提供 適切な情報提供 渇水濁水
節水意識高揚 節水意識高揚 冷水問題

緊急時の利水補給
底水利用計画

・情報提供(H17) ・情報提供(H17) ・渇水濁水対策(H6,H17,H20)

HPに渇水情報掲載 HPに渇水情報掲載

・広報

・冷水問題対応(H17)

・広報 漁組等に説明（早明浦、富郷）

・情報連絡(H6,H17)

・記録撮影(H6,H17)

ビデオ撮影、航空写真

・マスコミ対応(H6,H17)

・渇水濁水対策(H17,H20)

・渇水濁水対応(H17)

・渇水濁水対応、冷水問題(H17,H20)

汗見川からの取水停止

・緊急時の利水補給（H6,H17,H20）

発電専用容量からの緊急放流

・緊急時の利水補給(H6,H17)

高知分水停止

三次取水制限

四次取水制限

五次取水制限

・各施設における実績は、吉野川水系水利用連絡協議会や関係機関における調整の上、実施した内容
でありその年の状況により対応は異なる。

課 題

渇 水 期 間 中

一次取水制限

二次取水制限

高松市内ショッピングモールに
節水懸垂幕

渇水ダム情報連絡（本部、ダム
統管）を早朝報告（毎朝約1時間
前出勤）

管理庁舎に懸垂幕（富郷、新
宮、早明浦、池田）

パトロールカーに節水ステッカー
貼付

早明浦利水容量ゼロになったら
上水のみ対象

NHK高松に対し、早明浦ダム映
像データを光ケーブルにて配信

高知分水を停止し瀬戸川流入
量のバイパス放流

汗見川の早明浦ダムへの注水
ストップ(H16事前協議済)

底泥除去（事前に特別経費計上
必要）

インターネットによる水温データ
配信
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池田ダム 香川用水 旧吉野川河口堰

貯水池運用 適正な取水量・分水量の管理 農業用水等取水困難
調整池運用（水質監視・ポンプ運転） 水質悪化

節水意識の高揚
広報

・取水量・分水量の監視体制強化

水量管理の厳密化

水路巡視の頻度増（盗水対策）

・人員確保

・マスコミ対応(H17)

・情報提供

HP渇水情報

・厳密な運用(H17) ・巡視強化(H17)

日曜日の巡視を追加

・宝山湖運用開始(H25)

・巡視強化(H20)

1日1回→1日3回、休日も実施

・分水量検針強化(H17,H19)

毎日実施

・分水量検針強化（H20)

・広報

巡視車両に節水ステッカー貼付

・特例貯留（H17,H19,H20） ・分水量、盗水の監視強化(H20) ・特例操作(H17)

・巡視強化(H20)

夜間等の巡視を不定期に実施

・注意態勢発令（H17,H19,H20） ・農業用水の幹線側ゲート全閉(H20)

特例貯留実施時

・水質監視強化(H17)

・注意態勢発令(H20)

◇用語の説明（香川用水）

分水、分水工　：　香川県（都市用水）、香川用水土地改良区（農業用水）からの申込み水量に合わせて各分水工（水を

配る施設）を操作し、分水（必要な水量を分ける）する。

　分水量確認　：　管理所にあるコンピューターでの常時チェック、及び定期的に実施する現地で流量計の検針において、

申込み水量を超過していないか確認する。

　盗水　：　上記の分水以外による取水　（例）水路内へ直接ポンプを設置し取水

小出水時における常時満水位
を超えた利水の一時貯留運用

池田ダム下流責任放流量の精
度アップ

検針日、コンピューターの表示
に異常（常時より流量が少ない
等）が確認された日に実施

五次取水制限

渇 水 期 間 中

一次取水制限

二次取水制限

三次取水制限

四次取水制限

課 題

緊急放流時、農業用水の幹線
側ゲート全閉、取水できないよう
措置

発電専用容量からの緊急放流
後に実施。

堰上流部の水位を概ね一定に
保つ操作（三湛二落操作→全湛
操作）

節水横断幕設置（管理所、東西
分水工、土器川チェック）

・調整池運用に備えた水質監視体
制強化

取水変更作業の頻度増への対応
平均5日毎→平均3日毎

　一時的取水制限解除に伴う取水
変更の際に10～14名程度必要
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３．協議会規約等

（１）吉野川水系水利用連絡協議会

（名称）

第１条 本会は、吉野川水系水利用連絡協議会（以下「協議会」という。）と称す

る。

（目的）

第２条 協議会は、関係行政機関等により吉野川水系における関係利水者間の水利

用等について総合的に協議し、もって水利用の円滑なる運営に資すること

を目的とする。

（協議事項）

第３条 協議会は、前条の目的を達成するため、次の事項を協議するものとする。

(1) 水利用の運用に関すること。

(2) 水利用の実態に関すること。

(3) 水象等に係る広報に関すること。

(4) その他協議会の目的を達成するために必要な事項に関すること。

（組織）

第４条 協議会は、別表１に掲げる者（以下「委員」という。）によって組織する。

ただし、会長が必要と認めた者を出席させることができるものとする。

２ 協議会に、会長及び副会長１名を置く。

３ 会長は、協議会を代表し、会務を掌理する。

４ 副会長は、会長をたすけ、会長に事故があるときは、その職務を代行する。

５ 会長は、四国地方整備局長の職にある者をもってあてる。

６ 副会長は、会長が指名する者をもってあてる。

（会議）

第５条 協議会は、会長が必要と認めたとき、若しくは委員の要請があった場合に

開催する。

（幹事会）

第６条 協議会に、幹事会を置く。

２ 幹事会は、協議会の運営に関し、協議会に提案する事項をあらかじめ整理

するとともに、協議会から委任された事項を処理する。

３ 幹事会は、別表２に掲げる者（以下「幹事」という。）によって組織する｡

ただし、幹事長が必要と認めた者を出席させることができるものとする。

４ 幹事会に幹事長を置き、四国地方整備局河川部長の職にある者をもってあ

てる。

５ 幹事会は、必要に応じ幹事長が招集する。

６ 幹事会は、必要に応じ分科会を置き、幹事会に属する事項を分掌させるこ

とができる。

７ 幹事会及び分科会の運営に関し必要な事項は、幹事長が幹事会にはかって

定める。
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（任期）

第７条 委員及び幹事の任期は、その職にある期間とする。

（事務局）

第８条 協議会の事務を行うため、事務局を四国地方整備局河川部に置く。

２ 事務局の運営に関し必要な事項は、幹事長が定める。

（規約の改正）

第９条 協議会は、この規約を改正する必要があると認めるときは、委員の総意に

よりこれを行うことができる。

（雑則）

第１０条 この規約に定めるもののほか、協議会の運営に関し必要な事項は、会長が

協議会にはかって定める。
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附 則

この規約は、昭和５０年３月２７日から施行する。

昭和５４年 ３月３０日 一部改正

昭和５６年 ５月１１日 一部改正

昭和５７年 ５月１９日 一部改正

昭和５８年 ５月１９日 一部改正

昭和５８年 ８月１７日 一部改正

昭和５９年 ５月３０日 一部改正

昭和６０年 ４月２６日 一部改正

昭和６１年 ５月２１日 一部改正

昭和６２年 ４月２７日 一部改正

昭和６３年 ５月１７日 一部改正

平成 元年 ５月３１日 一部改正

平成 ２年 ５月２５日 一部改正

平成 ４年 ５月２５日 一部改正

平成 ５年 ５月１１日 一部改正

平成 ６年 ５月１２日 一部改正

平成 ７年 ５月 ８日 一部改正

平成 ８年 ５月１３日 一部改正

平成１０年 ５月２１日 一部改正

平成１１年 ５月１８日 一部改正

平成１２年 ５月１８日 一部改正

平成１３年 ５月１８日 一部改正

平成１４年 ５月３０日 一部改正

平成１５年 ５月３０日 一部改正

平成１６年 ５月２６日 一部改正

平成１７年 ５月１８日 一部改正

平成１８年 ５月１６日 一部改正

平成１９年 ５月３１日 一部改正

平成２０年 ５月３０日 一部改正

平成２１年 ６月１６日 一部改正

平成２２年 ６月 ４日 一部改正

平成２３年 ７月 ６日 一部改正

平成２４年 ３月２８日 一部改正

平成２４年 ６月１２日 一部改正

平成２５年 ５月３０日 一部改正

平成２６年 ４月 ７日 一部改正

平成２７年 ４月 １日 一部改正

平成２７年 ６月１５日 一部改正

平成２７年１０月１５日 一部改正

平成２８年 ４月１３日 一部改正

平成２９年 ４月１３日 一部改正

平成３０年 ４月１８日 一部改正

平成３１年 ４月 ５日 一部改正

令和 元年 ５月 １日 一部改正

令和 元年 ７月 ８日 一部改正

令和 ２年 ４月 ７日 一部改正
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別表１ （委 員）

四国地方整備局長

中国四国農政局 農村振興部長

四国経済産業局 産業部長

独立行政法人 水資源機構 吉野川本部長

徳島県 県土整備部長

〃 農林水産部長

香川県 政策部長

〃 農政水産部長

〃 土木部長

愛媛県 土木部長

高知県 土木部長

電源開発（株） 西日本支店長

四国電力（株） 需給運用部長
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別表２ （幹 事）

四国地方整備局 河川部長

〃 河川部 河川調査官

〃 〃 河川情報管理官

〃 〃 水政調整官

〃 〃 水政課長

〃 〃 河川計画課長

〃 〃 河川管理課長

〃 企画部 企画課長

〃 徳島河川国道事務所長

〃 吉野川ダム統合管理事務所長

中国四国農政局 農村振興部 事業計画課長

中国四国農政局 農村振興部 水利整備課長

四国経済産業局 産業部 産業振興課長

四国経済産業局 資源エネルギー環境部 電源開発調整官

独立行政法人 水資源機構 吉野川本部 施設管理課長

徳島県 県土整備部 水管理政策課長

徳島県 農林水産部 農林水産基盤整備局 生産基盤課長

香川県 政策部 水資源対策課長

香川県 農政水産部 土地改良課長

香川県 土木部 河川砂防課長

愛媛県 土木部 河川港湾局 河川課長

愛媛県 土木部 河川港湾局 水資源・ダム政策監

高知県 土木部 河川課長

電源開発（株） 西日本支店 支店長代理

四国電力（株） 需給運用部 需給統括グループリーダー
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（名 称） 

第１条 本会は銅山川渇水調整協議会（以下「協議会」という）と称する。 

（目 的） 

第２条 協議会は、銅山川（柳瀬ダム、新宮ダム、富郷ダム）の渇水時等における関係利水者 

  間の水利使用の調整を円滑に行い、もって合理的な水利使用の推進を図ることを目的    

    とする。 

（協議事項） 

第３条 協議会は、渇水時等における合理的な水利使用の推進を図るため、次の事項を協議す 

  るものとする。 

(１) 水利用の調整の時期及び方法に関すること。

(２) 当該河川における水利用の実態に関すること。

(３) 合理的な水利用の方策に関すること。

(４) 水利用上の水質に関すること。

(５) 実施及び連絡体制の確立に関すること。

(６) その他合理的水利用の推進を図るために必要な事項に関すること。

（組 織） 

第４条 協議会は、別表第１の委員の欄に掲げる者によって組織する。ただし、会長が必要と 

認めた者を出席させることができるものとする。 

２ 協議会に会長１名及び副会長１名を置く。 

３ 会長は、協議会を代表し、会務を掌理する。 

４ 副会長は、会長を助け、会長に事故があるときは、その職務を代理する。 

５ 会長は、吉野川ダム統合管理事務所長の職にある者をもってあてる。 

６ 副会長は、委員の互選による者をもってあてる。 

（会 議） 

第５条 会議は会長が必要と認めた時、若しくは委員の要請があった場合に開催する。 

（幹事会） 

第６条 協議会に、幹事会を置く。 

２ 幹事会は、協議会の運営に関し、協議会に議案する事項をあらかじめ整理すると 

ともに、協議会から委任された事項を処理する。 

２ 銅山
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３ 幹事会は、別表第２に掲げる者（以下「幹事」という。）によって組織する。た 

だし、幹事長が必要と認めた者を出席させることができるものとする。 

４ 幹事会に幹事長を置き、吉野川ダム統合管理事務所技術副所長の職にある者をもっ

てあてる。 

５ 幹事会は、必要に応じ幹事長が招集する。 

６ 幹事会は、必要に応じ分科会を置き、幹事会に属する事項を分掌させることがで 

きる。 

７ 幹事会及び分科会の運営に関し必要な事項は、幹事長が幹事会に図って定める。 

（任 期） 

第７条 委員及び幹事の任期は、その職にある期間とする。 

（事務局） 

第８条 協議会の事務を行うため事務局を置く。 

２ 事務局は四国地方整備局吉野川ダム統合管理事務所に置く。 

（その他） 

第９条 この規約の改正及びその他、協議会の運営に関し必要な事項は会長が会議に図って定め

る。 

第１０条 

［付則］この規約は、平成１６年４月２１日制定 

平成６年６月２２日制定の銅山川渇水検討会は、渇水調整協議会に名称変更する。 

平成１７年５月２３日 組織改正による名称等変更 

平成２０年８月２７日 組織改正による名称等変更 

平成２１年４月２８日 組織改正による名称等変更 

平成２２年１０月４日 組織改正による名称等変更 

平成２３年４月２７日 組織改正による名称等変更 

平成２４年６月１３日 組織改正による名称等変更 

平成２５年５月２２日 組織改正による名称等変更 

平成２６年７月８日  組織改正による名称等変更 

平成２９年３月２９日 組織改正による名称等変更 

平成３０年４月２５日 組織改正による幹事等変更 

令和 ２年４月 １日 組織改正による名称等変更 
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別表第１ 

（委員）国土交通省吉野川ダム統合管理事務所長 

愛媛県土木部河川港湾局水資源・ダム政策監 

愛媛県農林水産部農地整備課長 

愛媛県公営企業管理局 発電工水課長 

水資源機構池田総合管理所長 

四国中央市 水道局長 

四国中央市 経済部長 

四国中央市川之江地区土地改良区 理事長 

別表第２ 

（幹事）国土交通省吉野川ダム統合管理事務所 技術副所長

国土交通省吉野川ダム統合管理事務所 柳瀬ダム管理支所長 

愛媛県土木部河川港湾局河川課 主幹 

愛媛県東予地方局 農村整備課 主幹 

愛媛県松山発電工水管理事務所 銅山川支所長 

水資源機構池田総合管理所 第一管理課長

水資源機構池田総合管理所 新宮ダム管理所長

水資源機構池田総合管理所 富郷ダム管理所長

四国中央市 水道局 給水整備課長 

四国中央市 水道局 水道総務課長 

四国中央市 水道局 工水管理課長 

四国中央市 経済部 農林水産課長

四国中央市川之江地区土地改良区 事務局長
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(名称) 

第１条 本会は鏡川渇水調整協議会（以下「協議会」）と称する。 

(目的) 

第２条 協議会は、鏡川の渇水時における関係利水者の調整を円滑に行い、もって合理

的な水利使用の推進を図ることを目的とする。 

(協議事項） 

第３条 協議会は、渇水時における合理的な水利使用の推進を図るため、次の事項を協

議するものとする。 

(1) 水利使用の調整の時期及び方法に関すること。

（別表第２にかかげる数値を参考とする。）

(2) 当該河川における水利使用の実態に関すること。

(3) 合理的な水利使用の方策に関すること。

(4) 水利使用上の水質の維持に関すること。

(5) 実施及び連絡体制の確立に関すること。

(6) その合理的水利使用の推進を図るために必要な事項に関すること。

(組織) 

第４条 協議会は、別表第１の委員の欄に掲げる者によって組織する。 

２ 協議会に会長１名及び副会長１名を置き、それぞれ、委員の互選によってこれを定

める。 

３ 会長は協議会を代表し、会務を掌理する。 

４ 副会長は会長を助け、会長に事故があるときはその職務を代理する。 
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(準備会) 

第５条 協議会に準備会を置く。 

２ 準備会は協議会の運営に関し、会議の開催時期及び会議に提案する事項をあらかじ

め整理するとともに、協議会から委任された事項を処理する。 

３ 準備会は、別表第１の幹事の欄に掲げる職にある者をもってあてる。 

４ 準備会に幹事長を置き、幹事の互選によってこれを定める。 

５ 前項に定めるもののほか、準備会の運営に関し必要な事項は、会長が準備会にはか

って定める。 

(事務局) 

第６条 協議会の事務を行うための事務局を置く。 

２ 事務局は高知県土木部河川課に置く。 

３ 事務局の運営に関し必要な事項は準備会が定める。 

(規約の改正) 

第７条 会議は、この規約を改正する必要があると認めるときは、委員数の３分の２以

上の同意を得てこれを行うことができる。 

(雑則) 

第８条 この規約に定めるもののほか、協議会の運営に関し必要な事項は、会長が会議

にはかって定める。 

(附則) 

この規約は、平成１９年６月２９日から施行する。 

この規約は、平成２８年８月１７日から施行する。 
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別表第１

委 員   幹 事 

高知県土木部河川課長

高知土木事務所

鏡ダム管理事務所長

四国電力（株）高知支店

電力部長

高知県公営企業局電気工水課長

高知市上下水道局長

高知市耕地課長

朝倉堰運営委員会会長 

高知県土木部河川課 

課長補佐

高知土木事務所

 鏡ダム管理事務所管理課長

四国電力（株）高知支店

土木建築課長

高知県公営企業局電気工水課

課長補佐

高知市上下水道局浄水課長

高知市耕地課課長補佐

朝倉堰運営委員会 

別表第２

  第３条(1)の数値は以下のとおりとする。 

洪 水 期 非洪水期 

７月１日～７月３１日 

９月２１日～９月３０日 

８月１日 

～９月２０日 

１０月１日 

～６月３０日 

自主節水を開始す

る目安の水位 
６４．０ｍ ６１．０ｍ ７２．０ｍ 

取水制限を開始す

る目安の水位 

６１．０ｍ

～６０．０ｍ 

６０．０ｍ

～５９．０ｍ 

６９．０ｍ

～６８．０ｍ 
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（４）河川法第５３条及び河川法第５３条の２

（渇水時における水利使用の調整）

第五十三条 異常な渇水により、許可に係る水利使用が困難となり、又は困難となる

おそれがある場合においては、水利使用の許可を受けた者（以下この款において「水

利使用者」という。）は、相互にその水利使用の調整について必要な協議を行うよう

に努めなければならない。この場合において、河川管理者は、当該協議が円滑に行

われるようにするため、水利使用の調整に関して必要な情報の提供に努めなければ

ならない。

２ 前項の協議を行うに当たっては、水利使用者は、相互に他の水利使用を尊重しな

ければならない。

３ 河川管理者は、第一項の協議が成立しない場合において、水利使用者から申請が

あつたとき、又は緊急に水利使用の調整を行わなければ公共の利益に重大な支障を

及ぼすおそれがあると認められるときは、水利使用の調整に関して必要なあつせん

又は調停を行うことができる。

（渇水時における水利使用の特例）

第五十三条の二 水利使用者は、河川管理者の承認を受けて、異常な渇水により許可

に係る水利使用が困難となつた他の水利使用者に対して、当該異常な渇水が解消す

るまでの間に限り、自己が受けた第二十三条及び第二十四条の許可に基づく水利使

用の全部又は一部を行わせることができる。

２ 前項の承認に係る水利使用を行わないこととなつた場合においては、当該承認を

受けた者は、遅滞なく、河川管理者にその旨を届け出なければならない。

３ 河川管理者は、前項の規定による届出があつた場合又は第一項に規定する他の水

利使用者の許可に係る水利使用が困難でなくなつた場合においては、同項の承認を

取り消さなければならない。
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m
3

有
効

貯
水

容
量

4
,4
0
0
千

m
3

計
画

堆
砂

量
1
0
,0
0
0
千

m
3

池
田
ダ
ム
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早
明

浦
ダ
ム

所
在
地

左
岸

高
知
県
長
岡
郡
本
山
町
吉
野

右
岸

高
知
県
土
佐
郡
土
佐
町
田
井

河
川
名

吉
野
川
（
1
級
）

目
的

F
.N
.A
.W
.I.
P

型
式

Ｇ
：
重
力
式
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ダ
ム

堤
高

1
0
6
m

堤
頂
長

4
0
0
m

常
用

及
び
非

常
用

洪
水

吐
ロ
ー
ラ
ー
ゲ
ー
ト

6
門

利
水

放
流

設
備

ホ
ロ
ー
ジ
ェ
ッ
ト
バ

ル
ブ

2
門

選
択
取
水
設
備

鋼
製
三
段
式
半
円
形

ロ
ー
ラ
ー
ゲ
ー
ト

1
門

洪
水
調
節
方
式

一
定
率
一
定
量

流
域
面
積

4
7
2
km

2

総
貯

水
容

量
3
1
6
,0
0
0
千

m
3

有
効

貯
水

容
量

2
8
9
,0
0
0
千

m
3

計
画

堆
砂

量
1
7
,0
0
0
千

m
3

早
明
浦
ダ
ム
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新
宮

ダ
ム

所
在
地

左
岸

愛
媛
県
四
国
中
央
市
新
宮
町
馬
立

右
岸

愛
媛
県
四
国
中
央
市
新
宮
町
馬
立

河
川
名

銅
山
川
（
1
級
）

目
的

F
.A
.I.
P

型
式

Ｇ
：
重
力
式
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ダ
ム

堤
高

4
2
m

堤
頂
長

1
3
8
m

常
用

洪
水

吐
ラ
ジ
ア
ル

ゲ
ー
ト

4
門

利
水
放
流
設
備

主
ﾊ
ﾞﾙ
ﾌ
ﾞ
ﾌ
ｨｯ
ｸ
ｽ
ﾄｺ
ｰ
ﾝ
ﾊ
ﾞﾙ
ﾌ
ﾞ
1
基

副
ﾊ
ﾞﾙ
ﾌ
ﾞ
ｽ
ﾙ
ｰ
ｽ
ﾊ
ﾞﾙ
ﾌ
ﾞ
1
基

洪
水
調
節
方
式

一
定
量
放
流

流
域
面
積

2
5
4
.3
km

2

総
貯

水
容

量
1
3
,0
0
0
千

m
3

有
効
貯
水
容
量

1
1
7
0
0
,千

m
3

計
画
堆
砂
量

9
0
0
千
m
3

新
宮
ダ
ム
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柳
瀬

ダ
ム

柳
瀬
ダ
ム

左
岸

愛
媛
県
四
国
中
央
市
金
砂
町
小
川
山

右
岸

愛
媛
県
四
国
中
央
市
金
砂
町
小
川
山

銅
山
川
（
１
級
）

Ｆ
．
Ａ
．
Ｗ
．
Ｉ．
Ｐ

Ｇ
：
重
力
式
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ダ
ム

5
5
.5

m

6
9
.5

km
2

3
2
,2
0
0
千

m
3

2
9
,6
0
0
千

m
3

1
1
,9
9
6
千

m
3

1
7
4
m
m
/
6
h

無 そ
の
他
（
自
由
越
流
後
一
定
量
）

1
9
5
4
（
昭
和
2
9
年
）

河
川
法

四
国
地
方
整
備
局

管
理
開
始

適
用
法
規

管
理
者

総
貯
水
容
量

有
効
貯
水
容
量

洪
水
調
節
可
能
容
量

基
準
降
雨
量
/
継
続
時
間

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
以
外
の
基
準

洪
水
調
節
方
式

所
在
地

河
川
名

目
的

型
式

堤
高

流
域
面
積

■
貯
水
池
容
量
配
分
図
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富
郷

ダ
ム

所
在
地

左
岸

愛
媛
県
四
国
中
央
市
富
郷
町
津
根
山

右
岸

愛
媛
県
四
国
中
央
市
富
郷
町
津
根
山

河
川
名

銅
山
川
（
1
級
）

目
的

F
.W
.I.
P

型
式

Ｇ
：
重
力
式
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ダ
ム

堤
高

1
0
6
m

堤
頂
長

2
5
0
m

常
用
洪
水
吐

高
圧
ﾗ
ｼ
ﾞｱ
ﾙ
ｹ
ﾞｰ
ﾄ（
ｵ
ﾘ
ﾌ
ｨｽ

）
1
門

高
圧
ﾗ
ｼ
ﾞｱ
ﾙ
ｹ
ﾞｰ
ﾄ（
ｺ
ﾝ
ｼ
ﾞｯ
ﾄ）

2
門

非
常

用
洪

水
吐

ラ
ジ
ア
ル

ゲ
ー
ト
(ｸ
ﾚ
ｽ
ﾄ)

4
門

利
水

放
流

設
備

ジ
ェ
ッ
ト
フ
ロ
ー
ゲ
ー
ト

1
門

選
択
取
水
設
備

円
形
多
段
式
ゲ
ー
ト

1
門

洪
水
調
節
方
式

一
定
率
一
定
量

流
域
面
積

1
0
1
.2
km

2

総
貯

水
容

量
5
2
,0
0
0
千

m
3

有
効

貯
水

容
量

4
7
,6
0
0
千

m
3

計
画

堆
砂

量
4
,4
0
0
千

m
3

富
郷
ダ
ム
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旧
吉

野
川

河
口

堰
、
今

切
川

河
口

堰

旧
吉
野
川
河
口
堰

今
切
川
河
口
堰

所
在
地

左
岸

徳
島
県
板
野
郡
松
茂
町

徳
島
県
板
野
郡
松
茂
町

右
岸

徳
島
県
板
野
郡
松
茂
町

徳
島
県
板
野
郡
松
茂
町

目
的

洪
水
調
節

塩
水
遡
上
防
止

水
道
用
水
・
工
業
用
水
の
安
定
的
取
水
確
保

型
式

可
動
堰

本
体

総
延

長
1
9
2
.3
m

2
2
0
.3
m

制
水

ゲ
ー
ト

5
門

6
門

調
節

ゲ
ー
ト

1
箇

所
1
箇

所

魚
道

2
箇
所

2
箇
所

閘
門

1
箇
所

1
箇
所

鍋
川
閘
門

1
箇
所

-

旧
吉

野
川
河
口
堰

今
切

川
河
口
堰

旧
吉
野
川
河
口
堰

今
切
川
河
口
堰
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高
知

分
水

（
瀬

戸
川

、
地

蔵
寺

川
支

川
平

石
川

）

瀬
戸
川
取
水
堰

地
蔵
寺
川
取
水
堰

位
置

高
知
県
土
佐
郡
土
佐
町
南
川

高
知
県
土
佐
郡
土
佐
町
西
石
原

堤
高

1
2
.2
m

7
.0
m

堤
長

5
7
.8
5
m

2
9
.8
m

流
域

面
積

5
3
.7
km

2
1
9
.2
km

2

取
水

量
最

大
4
.4
m
3
/
s

最
大

6
.0
m
3
/
s

導
水

路
（
通

水
量

）
最

大
4
.4
m
3
/
s

最
大

6
.0
m
3
/
s

導
水

路
（
延

長
）

4
,5
3
8
m

9
,4
1
9
m

高
知
分
水

瀬
戸

川
取
水
堰

地
蔵

寺
川
取
水
堰

地
蔵
寺
川
取
水
堰

瀬
戸
川
取
水
堰

高
知

分
水

高
知

分
水

は
、
瀬

戸
川

取
水

堰
、
地

蔵
寺
川

取
水

堰
お
よ
び
瀬

戸
川

か
ら
鏡
川
に
至
る
導
水
路
に
よ
り
、
鏡
川
に
分
水
を
行
い
、
鏡
ダ
ム
と

相
ま
っ
て
都
市
用
水
を
確
保
し
、
併
せ
て
発
電
（
四
国
電
力
）
を
行
う
。

＜
目

的
＞

水
道

用
水

、
工

業
用

水
、
発

電
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